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朝

　年間保険料収入は保険料免除者を除き、予算額2,885,990千円に対し、決算額は2,949,782千円と予算比+63,792千円と増収、1人当たり換
算額も予算から23,936円増加する597,122円を収入、また保険料率引き上げにより、前年度決算との比較では総額+218,498千円を増収すると
ともに、1人当たり収入額も+39,945円の増加となりました。
　また、納付金支出への対応を視野に繰越金繰入額200,000千円、別途積立金繰入額245,461円を繰り入れるなど、保有資産の繰入額は
478,720千円に上りました。

　保険給付費

　納付金

　保健事業費

　法定給付費と付加給付費を合わせた決算額は1,313,882千円と
予算比▲36,556千円（▲2,242円／人）の減少となりましたが、コ
ロナ禍による医療機関への受診控えが多かった前年度との比較で
は大きく増加（+139,742千円）しており、1人当たりの給付費額でも
265,968円／人と+27,320円の大幅な増加になりました。

　令和3年度は、令和元年度（前々年度）における前期高齢者（65歳
以上75歳未満）の加入者数実績値に、当該年度見込み伸び率を乗じ
た概算納付金として予算値を算出しましたが、予算編成後に負担調
整基準率上方修正による概算額の増加から予算をやや上回り、前年
度比1.13倍（113.27％）の増加となりました。これは、前々年度納付
金の清算加算額が影響したものです。対予算比では+1.01％と、ほぼ
予算水準で支出しています。
　後期高齢者支援金は令和3年度は全面総報酬割移行5年を終えま
す。対前年度比は+7.06％（47,587千円）の増加となりましたが、対
予算では、ほぼ予算通り推移しました。
　退職者給付拠出金は事業整理に伴う事務費拠出に加え、前々年
度清算額の相殺に伴う還付金（1,374千円）が生じました。収納は歳
入科目の補助金等追加収入にて収納いたしました。

　保健事業費の決算額は66,532千円（執行率：72.69％）で、予
算比▲24,998千円となりました。事業別では疾病予防事業費が
51,788千円（80.14％）を支出するなかで、データヘルス計画推進の
周辺事業展開に努めるとともに、事業別では特定健診費4,696千円
（88.58％）、特定保健指導費957千円（20.28％）、保健指導宣伝費
8,895千円（76.33％）、体育奨励費195千円（3.73％）の支出となり
ました。また貸付事業等でも貸付申請がなく対予算▲536千円（0％）
と推移しました。

　データヘルス関連事業では3年目となるオンライン禁煙外来について、使用薬剤の変更等による混乱により募集開始が遅れ、実質令和4年度へ
の先送りとなりました。また、重症化予防やBMI値改善支援など、特定保健指導以外にも生活習慣改善の取り組みを進めましたが、参加率低迷は
否めず、今後、母体の健康管理チームやコンサル事業者と協働して進め方を検討いたします。
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合　計

備　考

備　考
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介
護
勘
定

種　別

介 護 準 備 金

金額又は価格（円）
近畿労働金庫
近畿労働金庫

銀 行 預 金
令和 3年度決算残金処分

一
般
勘
定

令和4年3月31日現在

種　別

法 定 準 備 金

金額又は価格（円）

合　計

別 途 積 立 金

そ の 他 の 財 産

令和 3年度決算残金処分

銀 行 預 金
支 払 委 託 金

計
銀 行 預 金

計

機械及び器具

そ　 の　 他
計

三井住友信託銀行、近畿労働金庫
社会保険診療報酬支払基金  
  
三井住友信託銀行、近畿労働金庫
三井住友信託銀行、近畿労働金庫

金庫、机、キャビネット、パーテーション、ノートパソコン、統合
専用端末、電話回線増設
電話加入権  
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361,760,892
14,190,000
375,950,892
1,154,930,261
172,338,559
1,327,268,820

692,922

135,954
828,876

1,704,048,588

40,000,000
10,660,076
50,660,076
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